



馬 場 赴*･酒 井 倶 吾 **
櫨近高波鹿の オーキシンによる柄物の生長jl刷 などの粧i'は, オーキシンにより誘導
されたエチレンの姓富であるとされ (BurgandBurg1966,1968.ChadwICkandBurg












その結果の一部は時報 したが (馬場 ･酒井 1975),その後の研究も含めて報告する.
本研光に当り.け益なLl)占Ac_7,lfl;し､た名占hlI大,-1T'=今帆火雅階上.Jl敏を援助された中川某 二川冊二l･の
御好意に猟測するとともに,災駿に協ソJしたI刀辿鮭代子氏に感,AJする.
実 験 方 法
粟験は 1974-1975年に硝 f室内で行なった.水圧Lヒ嬢をつめた 5千分の 17-ルポッ
トに稲苗を移仙 し,3/本止として育てた.肥料は化成肥料 (15:15:15)を 1ポット当り
3gを)射 ､た.供試品種はヤマヒコ.使用LたホルJ:ソ型除草剤は,2-メチル 4ー1クPP
フェノキシソ耐酸 アリルエステル (AM))｡･よび2,4-ンクロロフェノキシ1/酢健 ジメチ
ルアミソ(2,4-Dアミン)である.
ヤエナ1)雌 ･l勅 らゝとったエナレ,//1-i,L泌Su',卑iKlJは水溶液として共和に散布または塗布 し
た.
供試エチレン生成則雄i酎Ljは ヤエナ.)惟軸 か ら部分的に 柿製したもので (Sakaiand










1表の試験区を設けて行なった. 1区2鉢.4月15日草丈約 15cmの了Xlを1ポ ットに3
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AM の場合 (実験 Ⅰ)
移柵削こ対する蛋∩液1'rh/I'の AM による噂書防止効果をみるために, 甥艶を 行なっ
た.5月29日,草丈約 15cm,第5典抽出始めのThJの典の滋Pii■佃iに強l'I液(7.Ounits)
をていねいに唄舗ri3-でJ.牧神し,これを1ホソト3本ずつ捌 止した./舐山液無IiMi区ではLI


































1日,草丈約 20cm.第 6度未展開の折の薬の蓑虫両面に弧キト液 (7.Ounils)倣布および
純水散布 (丑1']無散布)を行ない,これをボL/トに4本ずつ移幡した. 1I_7.2鉢.
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芸蒜l･I,6.fRl蛋白 7二Ounits 1 l･11 _l 83
(托) 1)矧1液はIでは 1Omc′ポット,Ⅱでは 5rTllJ/1ポ,卜
射ru一秋trT,対旧ではF7]TIL･の純/I(散布
20時間中 に 発生した エ
チレン鼓をIJlLIji7した.なおLl持てし た糞l▲[の潰促は3.5-14.Ounitsで ある.
実験G')結 肘 よ,第5表のよ{)に 水糾 す用 した附 ILトの場合も,土壌掛 浩の抑円の 場ETも,
エチレン生 成阻書蛋J=1_lによって薬 か r7のI--+レ'/発生丑が 20-25% 減少するこ とが認め













かったが,環 r用土水桁液 としてIT]い薬への朱ILlの膳着がわるいこともその原関の一つ と考
えられる.














I)土卿 こAM を施し,施用後 21EHこ燕害の徴候である筒状薬の発生が 認められたの
で.-チレソ生成阻無銭山水溶液 (浪度 3.5-14units)を壁面散布した結果, AM によ
る生育の抑制,閏状薬の発生が腔減された.
2)AM または 2,4-D を施用した土壌にエチレン生育Fr-1票菟Ill液を葬IEIi散布した 稲苗
を移臨した喝合,-チレ./生成阻害蛋白により水稲の生育抑制,筒状薬の発生が帰城され
た.
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